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開催日時  令和５年１０月６日（金）１４時００分～ 

開催場所  羽曳野市役所 本館北会議室 

出席一覧表  

地区名 役 職 農業委員 出・欠 
農地利用最適化

推進委員 
出・欠 

東
部
地
区 

古
市 

 松永 年實 ○   

 麻   隆司 ○   

 笹本 育司 ×   

   松本 武博 ○ 

西
浦 

 塩田  勝則 ○   

 髙橋  寛 ○   

 井口    優 ○   

   辻本 弘𠮷 ○ 

駒
ヶ
谷 

副会長 堀内  利弘 ○   

 植野  純央 ×   

 𠮷田  隆美 ○   

   吉田   繁 × 

西
部
地
区 

埴
生 

副会長 髙岡  直吉 ○   

   尼丁 正寄 ○ 

高
鷲 

会 長 奥野  晋也 ○   

  松本  忠久 ○   

丹
比 

 大谷    章 ○   

 小池  良夫 ○   

    大谷 憲央 ○ 

出席委員 （農業委員 １２名） （推進委員 ４名） 

欠席委員 （農業委員  ２名） （推進委員 １名） 

 

農業委員会事務局 

    金森 淳  葉山浩章  𠮷村直樹  渡辺正治  

 

案  件 

報告第２０号 農地法第４条第１項第８号の規定による届出について ３件 
報告第２１号 農地法第５条第１項第７号の規定による届出について ３件 
議案第３０号 農地法第３条の規定による許可申請について ２件 
議案第３１号 農地法第４条の規定による許可申請について １件 
議案第３２号 農用地利用集積等促進計画（案）承認について １件 
議案第３３号 相続税の納税猶予に関する適格者証明について １件 
以上、会議の顛末は、事務局で記載したものであるが、その内容の正確であることを

証するため、ここに署名する。 

                議 長 

  

                委 員 

 

                委 員 
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【開会 14：00】  

 

事 務 局   それでは、皆さんお揃いですので、ただいまより、令和５年１０回の農

業委員会定例会を開催させて頂きます。 
出席委員につきましては、定足数に達しておりますので、本定例会は成

立しておりますことをご報告いたします。 
それでは開会にあたりまして、奥野会長よりご挨拶をお願いします。 

 

 

奥野会長   皆さんこんにちは。 
ここ数日前からあっという間に涼しくなった感じがしますけど、風邪など

ひかぬように、また、１０月に入り、稲刈り等の作業、もう済んでいる方

もおられると思いますが、また、今月に入って古市地区、西浦地区のだん

じり祭りも開催され、地域の方も楽しみにしているかと思います。    
それでは、事務局より案件の説明の方よろしくお願いいたします。 

 

事 務 局   それでは、令和５年１０回農業委員会定例会で上程させていただきました、

議案の概略を説明させていただきます。 
初めに、報告第２０号農地法第４条第１項第８号の規定による届出につい

て、西浦地区１件、埴生地区２件の計３件です。 

次に、報告第２１号農地法第５条第１項第７号の規定による届出について 

埴生地区１件、古市地区１件、西浦地区１件の計３件です。 
次に、議案第３０号農地法第３条の規定による許可申請について、 
西浦地区２件です。 
次に、議案第３１号農地法第４条の規定による許可申請について、 
西浦地区１件です。 
次に、議案第３２号農用地利用集積等促進計画（案）の承認について、 
古市地区１件です。 
最後に、議案第３３号相続税の納税猶予に関する適格者証明について、 
高鷲地区１件です。 
 

以上 本日ご審議いただきます案件については、 

報告案件が６件、議案案件が５件の合計１１件となります。 

なお、本日欠席の委員は、 
古市地区の笹本委員、駒ヶ谷地区の植野委員、吉田繁委員 です。 

それでは議長、ご審議の程よろしくお願いいたします。 
 

奥野議長   本定例会は成立していますこと、先ほど事務局長から報告がありました。 

それでは、議案審議に入る前に、私から議事録署名委員を指名させていた

だくことにご異議ありませんか。 

 

全 委 員    異議なし 

 

奥野議長   それでは、本日の議事録署名委員を辻本委員さんと𠮷田隆美委員さんに

お願いします。よろしくお願いします。 
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それでは、報告第２０号農地法第４条第１項第８号の規定による届出に

ついて事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局    農地法第４条第１項第８号の届出について、３件続けてご説明をさせてい

ただきます。 
この届出は、市街化区域の農地の転用に関する届出です。 
農地法第４条の届出は、自分の土地を自分のために使用するための届出で

す。 
１件目です。地図①４条届出をご参照ください。 

地区名は、西浦地区です。 

対象農地は、西浦四丁目７９１番１ 地目は、田 面積は、３４３㎡と

なります。 

届出人は、議案書のとおりです。転用目的は、露天駐車場です。 

現地確認委員は、井口委員です。 

 

２件目です。地図②４条届出をご参照ください。 

地区名は、埴生地区です。 

対象農地は、伊賀六丁目１２９番 地目は、田 面積は、８８２㎡ 

届出人は、議案書のとおりです。 

転用目的は、露天駐車場で、この案件については、既に転用済の案件と

なっております。 

現地確認委員は、髙岡副会長です。 

 

３件目です。地図③４条５条届出をご参照ください。 

地区名は、埴生地区です。 

対象農地は、向野二丁目６５番２ 地目は、田 面積は、５２３㎡ 

届出人は、議案書のとおりです。 

転用目的は、宅地で、この案件につきましても、既に転用済の案件とな

っております。 

現地確認委員は、尼丁委員です。 

 

なお、本届出について「農地法関係事務処理にかかる処理基準」 

第６の３の(２)の届出を受理しない場合に該当しないため、 

本議案の受理については問題ありません。 

現地確認していただきました結果、確認委員さんから異議ありませんでし

たので報告いたします。 

 

説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

 
 

奥野議長   農地法第４条第１項第８号の規定による届出について、地元委員さんか

ら異議がありませんでしたので、専決処理させていただきました。地区委

員さん、他の委員さん承認願います。 

 

奥野議長   報告第２１号、農地法第５条第１項第７号の規定による届出について事務
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局から説明をお願いします。 
 
 

事 務 局  農地法第５条第１項第７号の届出について、３件続けてご説明させていた

だきます。 
この届出は、市街化区域の農地の所有権移転と転用届となります。 

   
１件目です。地図③４条５条届出をご参照ください。 
地区名は、埴生地区です。 
申請地は、向野二丁目６５番１  地目は、田 面積は、１９７㎡ 
設定人・被設定人は議案書のとおりです。 
転用目的は、住宅で、既に転用済の案件となっております。 
現地確認委員は、尼丁委員です。 

 
２件目です。地図④５条届出をご参照ください。 
地区名は、古市地区です。 
申請地は、古市二丁目２１９番２ 地目は、田 面積は、９２５㎡ 
譲渡人・譲受人は議案書のとおりです。 
転用目的は、露天資材置場です。 
現地確認委員は、麻委員です。 
 
３件目です。地図⑤５条届出をご参照ください。 
地区名は、西浦地区です。 
申請地は、東阪田１５５番３ 地目は、田 面積は、６０９㎡ 
譲渡人・譲受人は議案書のとおりです。 
転用目的は、露天駐車場です。 
現地確認委員は、塩田委員です。 
 
なお、本届出について「農地法関係事務処理にかかる処理基準」 
第６の３の(２)の届出を受理しない場合に該当しないため、 
本議案の受理については問題ありません。 
現地確認していただきました結果、確認委員さんから異議ありませんでし

たので報告いたします。 
 
説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

 
奥野議長  農地法第５条第１項第７号の規定による届出について 

地元委員さんから異議がありませんでしたので、専決処理させていただき

ました。 
地区委員さん、他の委員さん承認願います。 

 
奥野議長  議案第３０号農地法第３条の規定による許可申請について、事務局より説

明をお願いします。 

 

事 務 局  議案第３０号農地法第３条の規定による許可申請についてご説明させてい

ただきます。 
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本件は、農地の所有権移転を行うものです。 

 

１件目です。 

地図の⑥３条許可をご参照ください 

地区名は、西浦地区です。 

申請地は、羽曳野市尺度４０番１ 地目は田、 面積は８６１㎡ 譲渡人、

譲受人は議案書のとおりです。  

譲受人は、譲渡人の孫にあたり、今後農業を継ぐ者として考えておられ、

対象の農地を生前贈与による所有権移転するものです。譲受人の農作業歴

５年で譲渡人の手伝いをしていたものです。今後も水稲を計画しており、

経験においては短いですが、引き続き、実績のある譲渡人が支援を受け、

機材についても引き継いで使用していくとのことです。自宅から申請地ま

では徒歩圏内で、作業の従事日数も年間１５０日以上は対応できるとのこ

とにて、親族の支援を受けながら水稲を計画して継続するにあたり、問題

はないと判断いたします。 

 

２件目です。 

地図⑦３条許可をご参照ください 

地区名は、西浦地区です。 

申請地は、羽曳野市尺度１３９番１ 地目は田、面積は８１８㎡ 譲渡人、

譲受人は議案書のとおりです。  

本件は、親子間の贈与における所有権移転にて申請がありました 

譲受人は、農作業歴３年ですが、農業実績のある親族より支援を受けなが

ら実績を積んでおり、岡山県のスロースタイル自然農研修を修了し、今年

５月には、母親の所有する農地約２０００㎡の生前贈与を受け、露地野菜

を作付けして農業実績を積んでいるところです。 

自宅からの距離は車で１０分ほどで、軽トラック、ユンボ、耕運機、草刈

機を所有しており、引き続き親族の支援を受けて、実績を積んでいくこと

で、今後の農業を行うにあたり問題ないと思われます。 

       以上、２件の説明について、説明は以上です。 

 
奥野議長  １件目の西浦地区の農地法第３条の許可申請について、地元委員さんいか

がですか。 

 

地元委員  特に問題ないです。 

 

奥野議長  地元委員さん異議ないようですが、地区委員さんいかがですか。 

 

地区委員  異議なし 

 

奥野議長  地元委員さん、地区委員も異議ないようですが、他の委員さんいかがです

か。 
 
他の委員  異議なし 
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奥野議長  異議がないようですので、１件目の西浦地区の農地法第３条許可申請は 
原案どおり、可決決定いたします。 

 

奥野議長  ２件目の西浦地区の農地法第３条の許可申請について、地元委員さんいか

がですか。 

 

地元委員  意義ございません、大丈夫です。 

 

奥野議長  地元委員さん異議ないようですが、地区委員さんいかがですか。 

 

地区委員  異議なし 

 

奥野議長  地元委員さん、地区委員も異議ないようですが、他の委員さんいかがで 
     すか。 
 

他の委員  異議なし 

 
奥野議長  異議がないようですので、２件目の西浦地区の農地法第３条許可申請は 

原案どおり、可決決定いたします。 
 

奥野議長   議案第３１号農地法第４条の規定による許可申請について、事務局より説

明をお願いします。 
 

事 務 局    議案第３１号農地法第４条の規定による許可申請についてご説明いたし

ます。 

本件は、市街化調整区域内の農地について、農地の所有者が転用行為を行

うものです。 

地図の➇４条許可をご参照ください。 

地区名、西浦地区、申請地は、広瀬７３番３ 地目は、田  面積は、 

３４９㎡ もう一筆が、広瀬７３番４ 地目は、田  面積は、１２㎡で         

合計２筆で３６１㎡となります。 

申請者は 議案書のとおりです。 

転用目的は、議案書に加筆願います、露天駐車場を加えていただきますよ

うお願いします。転用目的は、農家用住宅と露天駐車場となります。 

 

申請者は現在住んでいる居宅が老朽化しているうえ、後継の息子家族が同

居することになり、今後高齢になっていくにあたり、自身の農地が今回の

申請地周辺にあることから、農作業を継続していくには、所有農地に居宅

を構えたほうが 農地の維持管理に適している考えに至り申請されまし

た。 

土地の選定は所有している農地では、公道に接していなかったり、公道と

の高低差があるなどの問題があり、最終的に幅員が狭い公道であるが、普

通車は通行できる幅員があり、道路との高低差もなく、電気・水道・下水

管が通っていることで最適であると判断して今回の申請地を選定してお

ります。 
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申請地については、市街化調整区域で第三種農地と判断します。 

第三種農地は市街化調整区域の中でも比較的転用条件が厳しくない農地

区分に含まれる土地です。 

第三種農地の判断は、農地法施行規則第４３条第１号を基にして、概要は、

申請地は水道管、下水道管、ガス管など２種類以上埋設されている道路で、

４ｍ以上の幅員の道、及び建築基準法第４２条第２項の指定を受けた道路

で、４ｍ未満の市道認定を受けた道路、現に一般交通に供用している道路

が適用となり、かつ申請地より５００ｍ以内に医療施設や教育施設が２か

所以上存している条件となっています。 

今回の申請では南側に接している道路は市道で４ｍ未満ですが、建築基準

法第４２条第２項の指定を受けており、かつ周辺５００ｍ以内に小学校と

歯科医院がありますので、以上の条件から第三種農地に適用されるものと

して判断しております。 

申請地には自家用車を３台置ける露天駐車場を計画しております。 

排水については、雨水は水路に放流し生活排水は、南側道路にある下水道

本管に接続する計画にて、地元水利委員長からも同意を得ています。隣接

農地については、北側・東側は申請者の農地で、西側は水路敷地、南側は

市道に面していますので、隣接同意は不要と判断しています。 

周辺の営農に支障については、農家用住宅から排水計画は、下水道本管が

埋設された道路に面しており、雨水しか水路に放流されません。隣接地は

自身の農地と水路敷地面しており、近隣農地に支障がある要因は認められ

ないと判断します。また、前面道路は２．５ｍ前後と幅員は狭いですが、

一般車両は往来しており、本人は、大型の車両などを保有していないので、

通行の支障になる要因もないと考えられます。 

以上、４条許可申請の説明を終わらせていただきます。 

 

奥野議長  西浦地区の農地法第４条の許可申請について、地元委員さんいかがですか。 
 

地元委員  特に問題ないと思います。 

  

奥野議長  地元委員さん異議ないようですが、地区委員さんいかがですか。 
 

地区委員  異議なし 

 

奥野議長  地元委員さん、地区委員さん異議ないようですが、他の委員さんいかがで

すか。 
 

他の委員  異議なし 

 

奥野議長  異議がないようですので、西浦地区の農地法第４条許可申請は、許可やむ

を得ないものと意見を付して大阪府知事へ進達いたします。 
 

奥野議長  議案第３２号農用地利用集積等促進計画（案）の承認について、事務局か

ら説明をお願いします。 
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事務局   議案第３２号農用地利用集積等促進計画（案）の承認について、ご説明申

し上げます。 
農用地利用集積等促進計画（案）の承認に係る意見聴取がありましたので、

これに対して意見を提出するものです。 

地図⑨利用集積をご参照ください。 

地区名は 古市地区 

申請地は 誉田七丁目８８９番 地目 畑 面積は９８８㎡ 

利用権の設定をする者、利用権の設定を受ける者は議案書のとおりです。  

利用権の設定を行う者として農地中間管理機構は、一般財団法人 大阪府

みどり公社となっております。 

同申請地にて令和２年１２月１日から、利用権設定の契約を行い、令和５

年１１月３０日に契約期間の満了となります。 

今回は、契約の条件の変更付きで、満了後の令和５年１２月１日から令和

１５年１１月３０日までの契約期間で双方合意しております。 

変更の内容は使用貸借から賃貸借に変更しております。 

これらの計画案について承認案が出ております。 

転借人は、前回の契約時からイチジクを植栽しており、雑草などの草刈等

手入れが行き届き、今後も農地を効率的に利用すると考えられます。また、

転借人は本市の認定新規就農者であり、農業従事者日数は、３００日を超

えていることを、本市の農政部局農とみどり推進課から確認できているた

め、現場で確認したところ、常時従事していると判断できます。 

また、他の地区でも利用権の設定にて農業をされており、実績や機材等揃

えておられております。 

現地委員との立会をおこない問題ない旨確認しております。 

よって、利用集積計画については認可できる要件は満たしていると判断い

たします。 

最後に、立ち会った本日地元委員の笹本委員におきましては、欠席の連絡

を受けており、異議なき回答を得ていますが、報告を地区委員の松永委員

にお願いをしていただいております。 

以上説明を終ります。 

 

地元委員   今の事務局の説明のとおりでございまして、今回の更新につきまして、問

題ないと思います。 

 
奥野議長   地元委員さん異議ないようですが、地区委員さんいかがですか。 
 
地区委員   異議なし 

  
奥野議長   地元委員さん、地区委員さん異議ないようですが、他の委員さんいかがで

すか。 
他の委員   異議なし 

 
奥野議長    異議がないようですので、原案どおり承認いたします。 

     古市地区の農用地利用集積等促進計画（案）の承認について、 
農地中間管理機構に承認の旨を回答いたします。 
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奥野議長   議案第３３号相続税の納税猶予に関する適格者証明について、事務局よ

り説明をお願いします。 

 

事務局   議案第３３号相続税の納税猶予に関する適格者証明について、ご説明申し

上げます。 

１件目についてご説明いたします。 

相続税の納税猶予に関する適格者証明書について 

これは、被相続人及び相続人が租税特別措置法第７０条の６第１項の規定

の相続税の納税猶予の適用を受けるための証明です。 

地図⑩納税猶予適格者証明をご参照ください 

地区名は、高鷲地区です。 

被相続人・相続人は議案書のとおりです。  

相続開始年月日は、令和５年２月２５日 

適用農地は、南恵我之荘四丁目２５１番 地目は山林 面積は８９２㎡の

内５９５㎡です。       

現地調査しましたところ、自宅の敷地内位置しており、地元委員と、申請

本人にて現地を確認しております。現地の状況ははっさくや 柿等数種類

の果樹の木が植わっており、先代の時代から管理していたとの事です。 

現在も収穫まで管理しています。また納戸には噴霧器があり、管理する上

での機材はそろっています。申請者引き続き維持しながら農業を継続する

とのこと、また現在、仕事も引退され、時間的余裕があるとのことで、農

作業の継続には問題ないと思われます。 

また、地目は山林となっていますが、現地は市街化区域で生産緑地の指定

を受け、納税猶予の特例適用農地に該当する証明書も税務課より交付され

ており、農地法においても、登記地目で判断せず、現況が耕作の目的に供

されている状況であれば、農地としての判断を可としておりますので、農

地として適正に農業をされているものとして証明書の発行には問題ない

と思われます。 

説明は以上です。 

 

 

奥野議長  高鷲地区の相続税の納税猶予に関する適格者証明について、地元委員さん

いかがですか。 

 

地元委員  問題ございません。 

 

奥野議長  地元委員さん異議ないようですが、地区委員さんいかがですか。 

 

地区委員  説明ございましたように、意義はございません。 

 

地元委員  ９月２２日に現地確認に行き、相続人と共に立会いたしました。現地はか

き、みかんなど数種類が植えられており、適正に管理されております。自

宅の敷地内にあるので、農機具、噴霧器等があり、引続き農地として適正

に管理されていると判断いたします。以上です。 
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奥野議長  地元委員さん、地区委員さん異議ないようですが、他の委員さんいかがで

すか。 

 

他の委員  異議なし 

 

奥野議長  異議がないようですので、 

高鷲地区の相続税の納税猶予に関する適格者証明については 

原案どおり可決決定いたします。 

 

奥野議長  これをもちまして、報告・議案の審議は終了いたします。 

     
 

【閉会 14：30】 


